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数

事

的

経

済

墜

の

概

念

米

田

庄

太

JiI~ 

↓
殿
同
学
的
絞
済
問
中
心
霊
淫
概
観
何
般
市
街
な
る
殴
準
的
経
済
畢
の
厳
島

一
敷
皐
的
経
掛
串
の
桃
抗
議
概
観

私
は
本
雑
誌
本
年
一
月
続
の
拙
稿
「
限
界
経
済
撃
」
の
中
に
述
べ
し
如
〈
、
方
法
論
上
よ
り
見
れ
ば
、
限
界
経
済

皐
は
本
来
数
率
的
な
る
も
の
に
し
て
、
其
の
方
法
論
的
異
義
は
、
数
率
的
経
済
事
に
於
て
充
分
に
或
は
最

εも
よ

〈
酷
核
弾
さ
る
可
き
も
の
、
叉
現
貨
に
後
揮
さ
れ
て
居
る
も
の
ご
考
へ
る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
限
界
躍
糖
事
の
根
本
的

な
方
法
論
的
批
判
を
試
み
る
に
先
に
も
、
数
準
的
樫
積
率
の
論
理
的
構
遣
を
一
般
的
に
究
明
し
、
且
つ
一
般
的
仁

批
判
し
て
置
き
た
い
ご
思
ふ
。
但
し
私
は
右
の
主
意
で
敷
曲
学
的
経
済
事

ω論
理
的
構
造
の
研
究
に
着
手
し
た
の
で

あ
る
が
、
美
の
研
究
の
謹
む
に
つ
れ
て
、
在
の
枇
舎
科
拳
方
法
論
の
研
究
上
、
啓
愛
さ
れ
る
慮
少
な
〈
な
い
ζ

ご

を
曲
宇
ん
だ
の
で
、
後
に
数
率
的
経
積
率
の
方
法
論
的
批
判
を
試
み
る
際
に
は
、
其
等
の
貼
を
も
合
せ
て
論
述
し
た

い
ご
思
ふ
。

論

叢

鑑
撃
的
経
済
事
白
紙
愈

第
三
十
巻

四
五

第

苦虫



論

叢

齢
制
撃
的
経
済
撃
の
概
念

第
三
十
巻

四
五

第

号車

今
な
は
敷
率
的
経
済
組
干
の
論
理
的
構
造
を
究
明
せ
ん
ご
す
る
に
嘗
っ
て
、
先
づ
庚
義
の
数
拳
的
経
漕
皐
の
費
達
、

卸
ち
経
済
現
象
或
は
経
済
問
題
の
研
究
に
、
数
曲
学
或
は
数
率
的
方
法
を
適
用
せ
ん
さ
す
る
纏
て
の
企
だ
て
h
T
包
括

す
る
意
味
で
の
致
事
的
経
済
皐
の
後
遺
を
概
観
し
、
次
に
巌
密
な
る
意
味
で
の
致
事
的
経
済
事
の
概
念
は
、
方
法

論
上
如
何
に
規
定
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
か
ご
云
ふ
問
題
か
ら
見
て
、
夫
れ
が
慶
義
の
数
皐
的
経
密
事
の
費
蓬

上
、
現
質
に
如
何
仏
規
定
さ
れ
て
来
た
か
を
考
究
し
、
夫
れ
よ
り
巌
密
な
る
数
準
的
経
済
率
の
概
念
の
規
定
を
、

少
な
〈
も
形
式
上
始
め
て
大
成
し
た
も
の
ざ
し
て
、
レ
オ

y

・7
ケ
フ
の
純
粋
鰹
務
事
の
論
理
的
構
造
、
及
び
真
に

之
を
賓
質
的
に
始
め
て
大
成
し
た
も
の
ご
し
て
、
パ
V

ト
の
純
粋
経
海
底
干
の
論
理
的
構
造
を
、
特
に
精
々
詳
し
〈

論
究
し
、
終
り
に
雨
者
の
設
を
中
心
ご

L
、
他
の
致
事
的
経
糖
皐
者
の
詑
そ
参
考
し
て
、
厳
密
な
る
意
味
で
の
致

率
的
樫
梼
事
の
方
法
論
的
批
判
を
、
試
み
ん
ご
す
る
の
で
ゐ
る
。
そ
う
し
て
本
雑
誌
に
於
て
之
を
愛
表
す
る
便
宜

上
、
本
論
文
に
於
て
は
先
づ
庚
義
の
致
事
的
経
済
事
の
畿
遣
を
概
観
し
、
夫
よ
り
巌
密
な
る
意
味
で
の
数
準
的
艦

掛
事
の
概
念
の
規
定
に
就
て
論
越
す
る
こ
ど
、
す
る
。

今
経
済
事
の
肝
究
に
数
拳
或
は
教
事
的
方
法
を
遁
用
せ
ん
ご
す
る
も
の
を
、
総
て
数
皐
的
経
済
事
包
帯
す
る
ご

一
去
ふ
慶
い
意
味
に
解
す
る
時
は
、
致
事
的
軽
糠
皐
は
特
仁
千
人
百
九
十
年
代
よ
h
極
構
拳
界
に
於
け
る
重
要
な
る

一
方
針
ご
し
て
費
淫
し
て
来
た
の
で
ゐ
る
が
、
し
か
も
其
の
始
源
は
か
な
り
古
い
。
米
園
の
有
名
な
る
敷
準
的
経

積
率
岩
フ
イ
ジ
ャ
ー
が
、
英
国

ωゼ
グ
オ
ン
ス
や
、
瑞
西
の

7
w
ラ
な
ぞ
の
探
求
し
た
も
の
を
包
括

L
、
夏
に
自



か
ら
探
求
し
た
も
の
を
加
へ
、
多
大
な
勢
カ
を
費
し
て
始
め
て
大
成
し
た
「
歎
撃
的
経
済
皐
文
献
」
(
古
谷
町
円
、
回
目
σ'

民

o
m
E
]
M
E
可
。
『
〕
r
H
m
H
F
B
】
邑
口
巳
何
円
。
=
c
B
W
♂
同
∞
ミ
・
)

に
よ
る
ご
、

最
初
の
文
献
ご

L
て
翠
げ
ら
れ
て
居
る
も
の

t立、

ヂ
ヨ
グ
ア

シ
ユ
・
チ
ェ
グ
ア
(
Q
2
2
=
山
内
巾
g
)
が
千
七
百
十
一
年
に
若
は
せ
る
も
の
で
ゐ
る
。
山
門
ほ
其
の
後

伊
太
刺
の
敷
島
十
的
経
緯
相
事
者
の
探
求
し
得
た
蕗
に
よ
る
ご
、
既
に
第
十
六
世
紀
及
び
第
十
七
世
紀
に
於
て
も
、
鰹

糖
問
題
の
研
究
に
致
皐
を
適
用
せ
ん
ご
企
だ
て
た
人
々
は
少
は
〈
な
い
ご
云
ム
。
併
し
さ
に
か
く
千
八
百
三
十
八

年
に
グ

1
P
ノ
が
「
富
の
理
論
の
敷
皐
的
原
理
の
探
究
」
(
〉
z
m
g
E
n
c
z
E
Cグ

H
N
R
F
m
R
F
巾
印
印
口
町
-
2
1
口
口
一
日
〕
自

自
民
E
E
E
f
g
c
口

U
P
S
-向
。
【
凶
g
z
n
H囲
内
田

M
g
)
を
公
に
す
る
ま
で
は
、

経
済
事
に
於
り
る
数
聞
学
的
方
法
の
遁
用

は
、
科
事
的
に
重
要
な
る
効
果
を
奏
し
な
か
っ
た
。

か
く
て
フ
ィ
ジ
ャ
ー
は
チ
ェ
グ
ア
か
ら
ク

1
P
ノ
ま
で
を
第

一
期
(
同
Y
7
H
S
可
)
ご
し
、

ぞ
れ
よ
り
ク

1
Y
ノ
か
ら
ゼ
グ
Y

R

ま
で
を
第
二
期
(
H
3
∞
i
昌
吉
)
ご
し
て
居
る
が
、

第
二
期
間
に
於
て
特
に
注
意
す
可
き
は
、

(
リ

E
5
0
7
ロ
=
吉
一
?
の
2
8
p
冨
g
m
o
E
円
等
の
人
ヶ
で
ゐ
る
。
ぞ
う
し

て
フ
イ
ジ
ャ
ー
は
ゼ
グ
ォ

Y

A

か
ら
マ

1
γ
ヤ
声
ま
で
を
第
三
期
(
同
庁
7
5
8
)
ご
し
、

叉
7
1
ジ
ヤ
戸
か
ら
現

時
郎
も
千
人
百
九
十
七
年
(
む
民

p
d法
認
済
)
ま
で
を
第
四
期
(
同
8
2
g
)
ご
し
て
居
る
が
、

第
三
期
間

に
於
て
は
特
に
注
意
す
可
き
人
々
は
』
2
0
ロ
師
、
円
。
。
ロ
名
曲
-
s
p
C
E
r
-
-
岳
・
当
日
円
}
内
注
目
色
、
〉
5
1
R
Z
E

口
m
t
g
-

国吋町三

Nι向
島
一
口
、
間
企
2
2
F
等
の
人
年
に
し
て
、

第
四
期
間
に
於
て
特
に
注
意
す
可
き
人
々
は
、

前
期
間
に
現

は
れ
た
人
々
の
外
に
富
山
B
E
-
-
w
3
5
F
田
島
市
町
、
国
同
門
0
5
等
の
人
々
で
あ
る
。
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第
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五
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論

震

動
準
的
経
済
事
の
概
念

第
三
十
巻

四
五
四

第

競

二
回

壬

ν
(
昌
司
王
)
は
右
に
述
べ
し
フ
イ
ジ
ャ

1
の
数
率
的
経
済
息
一
文
献
史
の
四
期
に
就
て
、
各
期
の
長
さ
さ
芸
の

間
に
一
公
に
さ
れ
し
出
版
物

ω数
ご
を
比
較
し
て
居
る
が
、
夫
れ
に
よ
る
ご
第
一
期
の
長
さ
は
百
二
十
七
ヶ
年
に
し

て
、
英
の
聞
に
る
に
さ
れ
!
一
出
版
物
の
数
は
二
十
七
種
、
第
二
期
の
長
さ
は
三
十
ニ
ゲ
年
に
し
て
、
其
の
聞
に
会

に
さ
れ
し
出
版
物
の
款
は
四
十
四
種
、
第
三
期
の
長
さ
は
十
九
ヶ
年
に
し
て
、
其
の
聞
に
ぬ
に
さ
れ
し
出
版
物
の

類
は
百
十
四
種
、
第
四
期
の
長
き
は
八
ヶ
年
に
し
て
、
其
の
聞
に
誌
に
さ
れ
し
出
版
物
の
類
は
百
四
十
ニ
荷
。
是

れ
に
よ
り
て
千
入
百
七
十
年
以
後
、
殊
に
千
八
百
九
十
年
代
に
至
っ
て
、
款
問
学
的
鰹
構
事
の
研
究
が
、
如
何
に
雄

ん
に
行
は
れ
て
来
た
か
eT
推
察
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
向
ほ
主
(
の
後
今
日
に
至
る
ま
で
の
三
十
四
五
ヶ
年
の
聞
に

は
、
其
の
研
究
は
夏
に
一
一
暦
隆
盛
を
致
し
て
居
る
か
ら
、
主
(
の
聞
に
於
け
る
出
版
物
の
裁
を
計
へ
る
な
ら
ば
、
質

に
防
相
し
き
数
に
達
す
る
で
あ
ら
う
。

Aaγ

フ
ィ
ジ
ャ
ー
の
四
期
別
に
就
て
考
へ
る
に
、

ク
1

u

y

J

ま
で
を
第
一
期
ご
し
て
包
括
し
、

ク

l
p
ノ
を
以

τ

第
二
期
が
始
ま
る
ご
見
る
は
正
賞
で
ゐ
る
。
是
れ
ク

1
F
ノ
が
徴
積
分
法
を
縄
務
事
に
脚
応
用
せ
ん
さ
す
る
企
だ
亡

は
、
厳
密
与
る
意
味
で
の
致
事
的
経
済
拳

ω具
ω途
を
開
始
せ
る
も
の
に
し
て
、
新
民
干
の
歴
史
上
劃
期
的
な
事
業

ご
認
む
可
き
で
あ
る
か
ら
で
ゐ
る
o
併
し
ク

l
y
ノ
の
著
作
は
英
の
出
版
嘗
時
の
み
な
ら
や
、
其
の
後
も
長
〈
艦

情
相
事
者
聞
に
会
〈
無
視
さ
れ
て
居
花
。
そ
う
し
て
ク

l
y
ノ
か
ら
ゼ
グ
オ
ン
ス
に
至
る
ま
で
の
一
一
一
十
一
二
ヶ
年
間
に

は
、
教
事
的
経
済
且
干
の
研
究
は
微
々
ご
し
て
振
は
争
、

ゼ
グ
ォ

Y

R

か
ら
念
に
其
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で



あ
る
か
ら
、

文
献
史
上
が
ら
見
れ
ば
、

第
二
期
を
ク

1
w
ノ
か
ら
ゼ
グ
ォ

シ
ス
ま
で
ご
す
る
こ
さ
は
正
嘗
で
ゐ
る

か
も
如
れ
な
い
。

併
し
質
質
的
債
低
か
ら
見
る
ご
ゼ
グ
ォ

シ
ス
の
敷
率
的
経
憐
皐
は
、

決
し
て
グ

1
w
ノ
の
数
皐

的
極
構
事
以
上
に
出
て
居
な
い
。
向
ほ
ク

1
1
F
ノ
か
ら
七
グ
ォ
V

ス
ま
で
の
聞
に
、
質
質
的
に
見

t
章
一
要
調
す
可
き

ゴ
ッ
セ
シ
の
著
作
が
る
に
さ
れ
て
居
る
。

(
の
口
印
印
巾
口
切
開
己
主
門
医
ロ
ロ
問
岳
山
『
。
内
阻
止

N
m
ι
g
s
g
M
n
E
r
r
g
ぐ
2
r刊
日
戸
円
師
、

E
H門

同

円
同
町

Fa

円目印『白戸』印

呂
町
出
回

E
仏
内
口

HHmmm-ロ
旨

円

吉

町

ERE-nvmM
出
島
巴
仏
円
}
口
切
ら
M
A
-
-
)

但
し
ゴ
ッ

セ
シ
は
業
の
著
作

中、

多
数
の
数
率
的
圃
式
、

記
競
及
び
表
等
を
使
用
し
て
居
る
が
、

併
し
夫
れ
は
理
論
の
論
詮
に
必
要
快
〈
可
か

ら
r
d

る
も
の
ど

L
て
よ
り
は
、

血
目
ろ
主
ご
し

t
理
論
を
説
明
し
戒
は
解
盟
押
す
る
手
段
ご

L
て
使
用
事
・
れ
て
居
る
め

で
あ
る
。

か
〈
て
其
の
酷
に
於
て
は
、

巌
密
な
る
数
皐
的
経
済
率
の
概
念
か
ら
見
れ
ば
、

ゃ

t

y

;
・

セ
シ
は
さ
ほ
ど
重

要
視
さ
る
可
き
人
で
な
い
ー
が
、

併
し
新
事
の
風
味
蓬
上
甚
に
重
要
な
る
役
目
を
演
や
-
る
限
界
効
用
設
を
創
設
[
、

交

換
の
理
論
を
論
じ
、

且
つ
之
を
敷
率
的
に
説
明
せ
ん
ご
企
.
た
て
た
人
ざ
し
て
、

斯
忠
一
・
の
後
達
上
重
要
観
き
る
可
さ

で
ゐ
る
。

¥
ゴ
ヅ
セ

y
の
著
書
も
グ
l
ル
ノ
の
著
書
と
同
様
、
営
代
目
粧
梼
皐
者
聞
に
金
〈
顧
か
ら
れ
ず
、
監
ふ
で
殆
ん
ど
貰
れ
な
か
っ
た
の
で
、

f
其
白
出
版
者
は
出
版
後
間
も
な
く
多
患
の
残
本
主
、
ゴ
ツ
セ
シ
に
件
直
り
市
惜
し
た
と
一
百
ふ
。
其
の
後
限
界
経
沸
事
宇
蜘
血
中
的
経
済
皐
が
初

興
す
る
に
賞
。
て
、
同
曹
の
残
存
せ
る
最
後
の
一
婦
が
、
英
闘
博
物
館
の
聞
書
館
に
於
て
偶
然
愛
見
さ
れ
た
と
一
五
ふ
停
設
が
停
は
っ
て
居
る
が
、
併
し

賀
際
は
そ
う
で
な
い

0
.て
、
ロ
パ
l
ト
・
ア
ダ
ム
ソ
ン
が
カ
ウ
ツ
の
「
闘
民
糎
済
事
の
理
論
及
び
歴
史
」
中
に
、
ゴ
ッ
セ
ン

ι
著
書
に
闘
す
る
甚
だ
筒
皐

な
る
記
事
の
あ
る
に
詮
窓
し
、
阪
年
間
同
書
を
探
索
し
て
居
た
が
、
遂
に
千
八
百
七
十
八
年
む
秋
、
描
認
め
古
本
屋
白
日
銀
中
に
之
を
後
見
し
て
購
入

し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
彼
は
其
の
大
要
を
ぜ
ず
方
シ
見
に
遇
知
し
た
が
、
ぜ
ず
オ
ン
ス
は
夫
れ
に
よ
り
て
自
分
の
創
説
と
信
ん
じ
て
居
た
限
界
効

用
説
苧
・
交
換
由
理
論
の
要
鮎

E
、
既
に
洞
見
し
て
居
た
先
覧
者
の
存
在
す
る
を
事
び
、
直
ち
に
此
の
事
を
レ
オ
シ
・
ワ
ル
ラ
に
沼
知
し
、

E
ワ
彼
の
「
経

済
摩
白
理
論
」
の
第
三
版
緒
前
中
に
、
ゴ
ッ
セ

y

D
設
の
歴
史
的
重
袈
性
を
高
調
し
た
。
か
〈
て
。
ゴ
ッ
セ
ン
の
名
が
始
め
て
亭
界
に
知
ら
れ
て
来
た

の
で
あ
る
。
併
し
ゴ
ッ
セ
ン
の
著
書
及
び
博
記

E
始
め
て
詳
し
〈
研
究
し
た
の
は
、
レ
オ
ン
・
り
ん
ラ
に
し
て
、
彼
は
ゼ
ず
オ
ン
ス
よ
り
遁
知
を
交
付

る
や
、
多
〈
の
努
力
を
費
や
し
て
ゴ
ツ
セ
ン
の
著
書
を
手
に
入
れ
、
又
停
詑
を
研
究
し
、
「
未
知
の
一
綿
棒
串
者
、
へ
ル
マ
シ
i
ρ

イ
ン
リ
ヒ
・
ゴ
ツ
セ

論

叢

監
事
的
鰹
済
皐
白
紙
愈

第
三
十
巻

四
五
五

第

量是

五



論

叢

第
=
一
+
巻

四
五
六

第

貌

1z 

載
事
的
経
済
事
。
概
念

ン
」
と
題
す
る
長
論
文
を
す
号
白
色
色
2
H
N
n
oロ。
E
Z
2・
君
主
耳
目
M

H

Y

M

∞3
・
に
公
に
し
た
が
、
後
彼
の
著
「
枇
J

令
経
済
事
研
究
」
中
に
牧
め
た
。

Fmg
当
比
百
ω-

貯
え
g
L・悼の
0
5目
町
叩

R
E
P
呂
志
同
省
E

M

ヨl
u甲
骨

・

」

か
く
て
賓
質
的
に
考
察

す
れ
ば
、
ク

1
Y
ノ、

ゴ
ッ
セ
ン
、

ゼ
グ
ォ
シ
ス
等
は
周
期
中
に
合
ま
る
可
き
も
の
ご
思
は
れ
る
。
夏
に
ゼ
グ
オ
ン

ス
か
ら

?
1
ジ
ヤ
ル
に
至
る
ま
で
を
第
三
期
ご
し
、

そ
う
し
て
第
四
期
は

7
1
ジ
ヤ
W

か
ら
始
ま
る
ご
見
る
の

も
、
躍
に
文
献
史
上
の
便
宜
か
ら
見
れ
ば
ご
に
か
〈
、
質
質
的
に
は
正
嘗
で
な
い
ご
思
は
れ
る
の
で
、
賞
質
的
に

は
数
率
的
経
構
事
史
上
、

7
1
ジ
ヤ
ル
'
は
ゼ
グ
オ
ン
ス
以
上
に
進
ん
で
居
た
ご
は
認
め
得
ら
れ
な
い
。

7
1
ジ
ヤ

ル
も
矢
張
'
9
J
r
・ウ'オ

y

ス
志
向
期
に
扇
す
ゐ
人
記
見
倣
3
4引
可
き
で
ゐ
ゐ
。
要
す
る
に
枇
は
ア
イ
ジ
ャ
ー
の
第
二

期
以
後
の
匝
別
は
、
車
に
文
献
史
上
の
便
宜
か
ら
見
れ
ば
ご
じ
か
〈
、

次
節
に
精
々
詳
し
〈
論
通
せ
ん
さ
す
る
、

厳
密
な
る
数
皐
的
経
済
率
の
概
念
か
ら
見
れ
ば
、

亙
嘗
で
な
い
ご
考
へ
る
の
で
ゐ
る
。

何
ほ
毛

ν
は

ミ

=jH∞0
0

を
第
一
期
、

同
∞

0
0
1
同
∞
可

O

を
第
二
期
ご
し
、
夫
れ
よ
h
純
粋
鰹
積
率
或
は
致
事
的

経
構
事

ω創
設
者
ご
し
て

出向

E白

2
-
T
Z
m
Z
H
W
F
の
g
g
w
g
-
z
g
m
g
-
q
T
4
0
2
E中止
Z
R∞

E
f
z
s

さ
白
一
『
白
血
等
を
論
じ
、
又
主
要
な
る
数
拳
的
経
済
事
者
ざ
し
て

4
5
一E
S
戸由
Z
E
r
μ

丘町
w

司
「
白
ロ
円
山
抽
出
汁
印
日
仏
『
。
問
血
肉
?

当

0
1
r
w
m
z仏
O
]
「
〉
口
国
立
件

N
a
刃向円『白『円四

HK.mvm目、

同『ぐ山口
m
H吋目白『内『
u

〈
口
町
内
円
T
V

句
白
『
巾
円
。
等
を
論
じ
て
居
る
が
、

(
』
白
円
台
市
出
富
三
巾
問
、
戸
両
S
1
0町
内
凶
巾
四
国
昌
弘
正
自
由
民
』
ロ

g
g
開口
D
E
E
r
-
E
P
E
Z
9
6♂
)
夫
れ
は
致
事
的
経
横
風
干

の
後
遺
を
、
貴
質
的
に
理
解
せ
し
め
る
縛
め
に
は
、
大
皆
上
通
賞
な
る
時
期
別
で
ゐ
る
さ
思
ふ
が
、

併
し
私
は
失

節
に
於
て
論
越
せ
ん
さ
す
る
巌
密
な
る
教
準
的
控
積
率
の
概
念
か
ら
見

τ、
方
法
論
上
か
ら
厳
密
に
考
察
す
る
ド



於
て
は
、

毛
レ
の
時
期
別
も
あ
ま
り
適
切
で
な
い
ご
恩
ふ
。
そ
う
し

τ私
は
今
日
の
伊
太
利
の
致
事
的
樫
梼
皐

.、，、
'刃

7

1

V
ヤ
U
Y

か
ら
7
F
-
プ
及
び
バ
V

ト
へ
の
進
轄
を
重
要
視
す
る
貼
に
、
少
し
〈
見
方
を
異
に
し
て
居
る

か
、
方
法
論
上
重
要
な
る
意
義
を
認
め
る
の
で
ゐ
る
。
か
〈
て
怠
は
特
に
方
法
論
上
か
ら
見
て
、
随
ふ

τ致
事
的

鑑
務
事
の
科
皐
的
異
髄
か
ら
見
て
、

ク

l
w
ノ
ま
で
を
第
一
期
或
は
第
一
時
代
、

ク

1
w
ノ
か
ら
ワ
戸
ラ
が
共
の

研
究
を
大
成
す
る
ま
で
を
第
二
期
或
は
第
二
時
代
、
ぞ
う
し
て
某
の
研
究
を
大
成
せ
る
ワ
ル
ラ
か
ら
第
三
期
戒
は

第
三
時
代
が
始
ま
り
、
バ
レ
ト
に
よ
り
て
方
法
論
上
敷
率
的
極
構
事
が
賓
質
的
に
完
成
さ
れ
た
ぜ
見
ん
と
す
る
の

で
あ
る
o

其
の
理
由
は
次
節
に
於
て
論
述
す
る
慮
仁
よ
り

t
w
明
か
じ
表
示

f
晶
司
』
ご
丸
、
す
る
。

コ
巌
密
な
る
敷
皐
的
経
済
畢
の
概
念
規
定

庚
義
で
叡
拳
的
経
済
拳
ど
云
へ
ば
、

つ
ま
ム
り
経
済
現
象
或
は
寵
梼
問
題
の
研
究
仁
、
致
事
或
は
教
拳
的
方
法
を

適
用

L
て
、
之
を
究
明

L
或
は
解
決
せ
ん
ご
す
る
総
て
の
企
だ
て
を
包
括
す
る
意
味
に
解
さ
れ
る
の
で
ゐ
る
が
、

併
し
科
準
的
に
厳
密
な
る
意
味
で
、
教
率
的
経
糖
率
三
帯
せ
ら
れ
る
も
の
は
、

か
、
、
る
庚
大
な
、
随
ふ
て
漠
然
た

る
意
味
を
有
す
る
に
止
ま
ら
歩
、
方
法
論
上
明
確
に
限
定
さ
れ
た
る
意
味
を
有
す
可
き
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
今
巌

密
な
る
致
事
的
経
済
拳

ω概
念
を
、
方
法
論
上
明
確
に
規
定
せ
ん
ご
す
る
に
嘗
っ
て
、
先
づ
其
の
第
一
の
根
本
的

概
念
要
素
ご
認
め
ら
る
可
き
も
の
は
、
寵
糖
現
象
は
本
来
量
的
な
る
も
の
に
し
て
、

か
〈
て
経
済
皐
は
根
本
的
に

論

叢

量
皐
的
経
済
事
の
概
念

第
三
十
巻

四
五
七

第
三
貌

七



i荷

叢

監
事
的
経
済
事
白
概
念

第
三
十
巻

四
五
λ

第

畳E

i¥ 

数
皐
的
な
る
も
の
で
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
思
想
で
ゐ
る
c

此
の
思
想
は
歴
史
的
に
も
最
も
早
〈
後
遺
し
た
の

で

コ
ッ
す
の
「
経
済
皐
設
史
」
(
備
需
の
凸
回
出
向
一
呂
田
E
B
ι
g
C
R
E口
町
田
開
2
5
E
A
Z
F
同
∞
沼
・
)
に
よ
る
ご
、

第
十
八
世
紀
の
グ
ェ

-
一
ス
の
鰹
構
事
者
ヂ
ヤ
シ
マ

y
ァ
・
オ
寸
プ
ス
(
白
血
口
巴
良
一
向
。
ュ
2
)
炉
、
極
措
率
的
研
究
に

致
事
を
適
用
す
可
き
理
由
を
鮮
明
す
る
に
嘗
っ
て
、
既
に
此
の
思
想
を
明
か
に
言
通
し
た
さ
思
は
れ
る
o

オ
ケ
プ

ス
は
営
時
の
多
数

ω経
務
皐
者
の
結
論
の
不
完
全
及
び
不
精
密
な
る
は
、

つ
ま
り
彼
等
が
幾
何
事
(
嘗
時
の
用
語

で
は
純
正
教
事
の
金
曜
を
意
味
す
る
)
ケ
運
用
L
な
が
っ
た
ご
一
五
ふ
事
情
に
基
因
す
る
も
の
ご
考
へ
だ
の
で
め
ゐ

が
、
是
れ
は
彼
の
見
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
只
幾
何
事
の
み
が
自
然
的
真
理
の
知
識
に
、
殊
に
量
に
閲
す
る
異
理
の
知

識
に
五
口
人
を
導
く
も
の
に
し
て
、
そ
F7
し
て
経
済
率
的
真
理
な
ろ
ち
の
は
、
疑
ひ
も
な
〈
量
に
闘
す
る
巽
理
で
ゐ

る
か
ら
で
ゐ
る
o

デ

ュ

ピ

ュ

イ

(
0
2
宮
号
、
ロ
o
Z
2
2
E
B
L
w
三一一戸忠弘

g
件
司
自
己
Z
凶
勺
己
豆
町

au-∞
全
)
も
、
「
ゼ
・
ぺ
・

k
l
の
云
へ
る
如
く
、
吾
人
は
樫
済
申
晶
子
は
測
定
し
得
ら
れ
る
量
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
こ
ど
を
承
認
す
る
以
上
、

同
時
に
経
済
拳
は
致
事

ω領
域
に
属
す
る
も
り
な
る
を
承
認
せ

F
る
を
得
な
い
」
ご
遁
ぺ
て
居
た
さ
云
ふ
。
併
し

此
の
思
想
を
最
さ
も
強
く
、
ヌ
詳
し
く
論
述
し
た
最
初

ω
一
人
は
、
敷
島
一
的
経
横
島
?
の
創
設
者

ω
一
人
ご
も
認
め

ら
れ
て
居
る
ゼ
グ
オ
シ
ス
で
ゐ
る
ご
思
ふ
。
彼
は
「
控
燐
息
一
ゐ
理
論
」
の
中
に
左
の
如
〈
逃
ぺ
て
居
る
。

「
経
済
忠
一
・
が
数
率
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
是
れ
経
済
事
は
量
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
ご
云
ム
、
草

純
な
る
理
由
に
基
づ
〈
ご
思
は
れ
る
。
取
扱
は
れ
る
も
の
が
、
大
き
に
於
て
測
定
さ
れ
得
る
も

ωで
ゐ
る
何
れ



の
場
合
に
ゐ
り
て
も
、
主
(
の
場
合
に
行
は
れ
る
法
則
及
び
聞
係
は
、
本
来
敷
皐
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
•• 

・
:
。
極
措
皐
者
は
此
等
の
法
則
に
、
数
拳
的
法
則
ご
一
古
ふ
名
稽
を
奥
へ
る
こ
ご
を
桓
ん
だ
か
ら
ご
て
、
夫

れ
で
此
等
の
法
則
の
本
性
を
剥
奪
す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
1
0

是
れ
彼
等
は
赤
い
#
却
を
青
い
光
ご
帯
し
た
れ
ば
ど

て
、
赤
い
光
を
青
い
光
に
愛
中
る
こ
ご
が
出
来
な
い
の
さ
同
様
で
あ
る
。
経
済
事
の
敷
島
ナ
的
法
則
が
、
一
言
葉
で

云
ひ
表
は
さ
れ
る
か
、
又
は

x
y
z
等
の
普
通
の
記
就
で
表
は
さ
れ
る
か
は
、

一
の
偶
然
事
或
は
寧
な
る
便
宜

上
の
問
題
で
ゐ
る
o

最
ど
も
複
雑
な
る
数
率
的
問
題
も
、
普
通
の
言
葉
で
言
議
さ
れ
る
こ
さ
が
で
言
、
又
北
(
の

解
訟
は
言
葉
で
詳
細
に
述
べ
・
五
て
符
ら
れ
る
。
賓
際
上
最
Z
-も
勝
れ
穴
る
致
事
者
中
仁
、
出
来
る
に
げ
記
蹴
を

用
ひ
る
こ
ご
を
避
村
、
其
の
論
詮
及
び
解
答
を
、
普
通
の
言
語
に
出
来
る
だ
け
近
い
言
語
で
云
ひ
表
は
す
こ
ど

を
、
大
に
愛
好
し
た
人
々
が
あ
る
。
.

。
併

L
茸
(
等
の
企

rて
は
、

之
を
な
せ
る
人
々

が
如
何
に
勝
れ
た
叉
器
用
な
敷
撃
者
で
ゐ
つ
で
も
、
複
雑
な
る
関
係
を
云
ひ
表
は
す
匁
め
に
は
、
文
法
及
び
字

奮
が
本
来
如
何
に
不
充
分
で
ゐ
る
か
を
、
間
も
な
く
暴
露
す
る
o

敷
拳
書
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
記
就
は
、
性
質

上
言
語
ご
異
な
れ
る
も
の
で
な
(
、

只
吾
人
が
表
示
せ
ん
さ
欲
す
る
致
事
的
概
念
及
び
関
係
に
適
初
な
る
、
言

語
の
完
成
さ
れ
た
一
種
系
に
外
な
ら
向
。
其
等
の
記
競
は
其
の
具
現
す
る
推
理
様
式
を
作
る
も
の
で
な
〈
、

只

其
の
推
理
様
式
の
表
現
及
び
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
に
け
で
ゐ
る
o

き
れ
ば
経
済
撃
に
於
て
は
、
量
及
び
量

の
複
雑
な
る
関
係
が
取
扱
は
る
可
き
も
の
ご
す
れ
ば
、
吾
人
は
敷
率
的
に
推
理
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

』
巾

4
6
Z師
、

論

叢

般
事
的
経
済
血
中
白
旗
愈

第
三
十
巻

四
五
九

第
三
競

九



論

設

鍛
皐
的
経
済
撃
の
概
念

第
三
十
巻

四
六

O

第

~Jt 

O 

吋
『
叩
吋
}
戸
町
内
}
『
可
。
『
旬
。
-
即
日
目
白
-
開
門
O
D
e
-
Z
}
ご
同
∞
可
同
・
℃
・
-
H

・品
t
A
凶・

ゼ
グ
オ
ン
ス

ω右
の
言
惑
が
、
厳
密
な
る
敷
率
的
経
済
事
の
概
念
の
第
一
の
根
本
要
素
を
、
如
何
に
適
切
に
言

表
し
て
居
る
か
は
、
彼
れ
ご
同
じ
く
教
事
的
経
憐
撃
の
創
設
者
の
一
人
、

否
な
彼
れ
よ
ち
も
以
上
に
、
方
法
論
上

新
拳
の
大
成
者
ご
も
見
倣
さ
る
可
き
レ
オ
ン
0
7
w
-
7
が
、
千
九
百
九
年
に

出口

-rzロ
仏
内
』
白
凹
O

門
広
広
ぜ
白

=ι白一月

L
m
M
ω

ロ{巾ロ円巾
ω

ロ白押口門司}】ゆ師、同・凶
H
J
1
.

に
於
て
一
公
に
せ
る
「
範
演
亭
ご
カ
拳
L

に
於
て
は
、
右
の
ゼ
グ
ォ
シ
ぷ
の
言

惑
を
其
の
俸
に
引
用
し
て
、
彼
山
川
敷
亭
的
鑑
済
事
の
概
念
を
論
述
し
て
居
る
こ
ご
に
よ
り
て
も
推
察
し
得
ら
れ

る
。
備
は
今
日

ω伊
太
利
の
知
名
日
数
率
的
経
務
事
者

ω
一
人
ア
毛
官

Y
は
、
致
事
的
経
済
拳
の
致
科
書
ご
し
て

は
最
良
書
の
一
ご
恩
は
れ
る
も
の
を
、
千
九
百
二
十
一
年
に
ぬ
に
し
た
が
、
主

(ω
緒
論
中
に
期
事
の
概
念
を
論
遁

す
る
に
蛍
っ
て
、
「
致
事
的
経
済
拳
の
方
法
、
限
界
、
範
域
等
に
閲
し
て
、
種
々
な
る
議
論
の
ゐ
る
に
拘
ら
十
」
、

確
寅
に
し
て
守
ふ
可
か
ら

F
る
ニ
勅
が
ゐ
る
ご
て
、
先
づ
第
一
に
皐
げ
て
居
る
の
は
、
「
経
済
的
複
合
に
於
て
は
、

量
的
評
圃
慣
が
行
ひ
得
ら
れ
、

か
〈
て
純
梓
致
事
及
び
臆
用
致
事
に
於
げ
る
濁
立
護
教
の
具
有
す
る
総
て
の
性
質
を

具
有
す
る
諸
要
素
(
例
へ
ば
消
費
さ
れ
或
は
貰
ら
れ
る
貨
物
の
分
量
、
責
品
の
債
格
、
生
産
岩
の
利
潤
等
の
如
き

も

ω)
が
存
在
す
る
」

ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
(
戸
己
岡
山
〉
5
2
2
P
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門
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開
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口
口
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U
冨
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ロ
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要
す
る
に
盤
憤
現
象
は
少
な
く
も
根
本
的
に
は
量
的
な
る
も
の
に
し
て
、

か
く
て
癌
積
率
は
根
本
的
に
は
致
事



的
な
る
一
科
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
一
再
ふ
思
想
は
、
最
密
な
る
敷
率
的
極
構
拳
の
概
念

ω、
最
ご
も
一
般
的

な
、
叉
最
ご
も
早
〈
後
達
せ
る
根
本
的
一
要
素
で
あ
る
。
併
し
只
此
の
思
想
の
み
に
よ
h
て
、
巌
密
な
る
数
拳
的

経
隣
組
干
の
概
念
が
、
完
全
に
規
定
さ
れ
る
の
で
な
〈
、
夏
に
某
の
根
本
一
要
素
ご
し
て
、
他
凶
重
要
な
る
思
想
が

加
へ
ら
れ
る
こ
ご
が
必
要
で
め
る
o

そ
う
し
て
夫
れ
は
即
も
、
本
来
量
的
な
る
艦
梼
現
象
は
相
互
依
存
の
関
係
に

於
て
、
或
は
画
数
閥
係
に
於
て
存
立
し
、
相
互
漣
績
的
に
麗
化
す
る
ご
一
五
ふ
思
想
、

つ
ま
り
粧
務
現
象
の
画
数
闘

係
の
思
想
で
あ
る
。

h

l

J

7

H

酌

l

ド

b
:
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L
C
'
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、

き
恥
は

7

正
引
、
も
『
」
ド
ド
語
ハ
ー
し
指
〈

数
率
的
艦
糖
鳳
干
の
概
念
仁
新

τ動

産
雪
二
ノ
一

f
L
H
、Y
J
斗

J
刊

γ
世
毎
占

i
r
t
'
E一
J

E
カ
td

結
ご
し
て
、
先
づ
第
一
の
賠
ぞ
皐
げ
た
る
後
、
直
も
に
第
二
の
動
ご
し
て
、
「
艦
慎
血
干
の
一
切
の
基
本
法
則
は
、

其
等
の
量
の
分
析
的
関
係
ご
し
て
表
は
さ
れ
る
、

か
く
て
需
要
供
給
の
法
則
は
、
貰
ら
れ
た
る
績
格
ご
分
量
ご
を

結
び
附
け
る
も
の
、
叉
利
潤
最
低
傾
向
の
法
則
は
、
掴
唄
格
、

1
7
量
、
刺
潤
等
を
結
び
附
り
る
も
の
な
る
ζ

さ
」
を

翠
げ
、

か
〈
て
「
其
等
の
一
切

ω麹
数
及
び
其
の
聞
に
起
る
一
切
の
閥
係
の
組
織
的
分
析
が
、
却
も
数
苧
的
経
済

撃
を
構
成
す
る
の
で
ゐ
る
」
ご
述
べ
て
居
る
。
併
し
ア
毛
ロ

y
が
第
二
の
動
ご
し
て
言
越
し
て
居
る
こ
さ
は
、

ゐ

ま
b
に
一
般
的
に
し
て
、
夫
れ
だ
け
の
言
逃
で
は
、
其
の
方
法
論
的
意
義
は
充
分
に
理
解
し
得
ら
れ
な
い
。
ぞ
れ

で
私
は
此
虞
に
其
の
意
義
を
柏
々
詳
し
〈
論
述
し
て
、
以
て
最
ど
も
巌
密
に
規
定
さ
れ
た
る
敷
皐
的
経
済
事
の
概

念
は
、
方
法
論
上
如
何
な
る
も
の
で
ゐ
る
可
き
か
を
究
明
し
た
い
ご
恩
ふ
。

論

叢

監
事
的
経
済
撃
の
概
念

第
三
十
巻

四
ノ、

第

競



論

震

監
事
的
経
済
胤
干
の
概
念

第
三
十
巻

四
六

第

擁

今
経
済
現
象
聞
に
画
数
関
係
の
存
立
す
る
さ
云
ふ
事
に
就
て
、
先
づ
注
意
す
可
き
は
、
画
数
関
係
ご
は
つ
ま
h

均
衡
を
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
る
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
か
〈
て
経
済
現
象
間

ω画
数
関
係
ご
は
、

つ
ま
h
経
済
現

象
問

ω
均
衡
即
ち
鰹
糖
的
均
衡

(}.2己
一
一
手
足
品
円
S
O
B
S
-
P
H
.
3巳
5
1
0
2
cロ
D
B
r
o
)
を
意
除
す
る
。
ぞ
う
し
て

数
撃
的
経
済
皐
は
、
経
済
的
量
の
分
析
的
闘
係
を
表
は
す
基
本
法
則
を
究
明
す
る
ζ

ご
を
、
其
の
主
要
任
務
芯
な

す
も
の
で
ゐ
る
ご
一
五
ふ
は
、
却
も
樫
済
現
象
の
画
数
綱
係
、

つ
ま
り
は
経
済
的
均
衡
を
究
明
す
る
こ
ご
ヤ
、
芙
の

主
要
任
務
ご
午
す
も
の
な
る
を
意
味
す
る
。

か

(

t
巌
密
な
る
意
瞭
で
の
数
率
的
経
糖
血
干
の
根
本
問
題
は
、
経
捕
相

的
均
衡
の
問
題
で
あ
る
。

然
る
に
経
済
的
均
衡
に
就
て
、
致
事
的
経
済
事
の
後
達
及
び
方
法
論
的
完
成
の
上
か
ら
見
て
先
づ
注
意
す
可
き

は
、
特
殊
的
或
は
部
分
的
経
情
的
均
衡
ご
一
般
的
経
憐
的
均
衡
ご
の
匝
別
が
立
て
ら
れ
、
ぞ
う

L
て
前
者
の
研
究

が
先
づ
後
遣
し
、
後
に
後
者

ω研
究
が
後
遺
し
た
さ
云
ふ
事
費
で
あ
る
。
方
法
論
上
か
ら
一
般
的
に
考
察
す
れ

ば
、
経
済
現
象
は
根
本
的
に
は
量
的
な
る
も
の
、
又
其
の
闘
係
は
根
本
的
に
は
幽
数
聞
係
で
あ
る
ご
見

t
、
経
済

的
均
衡
の
肝
究
を
其
の
主
要
任
務
ご
認
め
る
に
至
っ
て
、
此
慮
に
敷
率
的
経
悟
血
干
の
厳
密
な
る
概
念
は
、
本
質
的

に
は
大
積
上
確
立
さ
れ
た
ご
云
ひ
得
ら
れ
る
が
、
併

J

し
其
の
経
済
的
均
衡
の
研
究
が
、
只
特
殊
的
均
衡

ω研
究
に

止
ま
り
、

一
般
的
均
衡
の
研
究
、
或
は
寵
憤
的
均
衡
の
一
般
的
理
論
の
研
究
に
進
達
し
な
い
以
上
は
、
ま
だ
完
全

に
確
立
さ
れ
た
ご
は
云
ひ
得
ら
れ
な
い
。
是
れ
一
般
的
経
済
的
均
衡

ω存
立
す
る
こ
さ
が
ま
だ
認
識
さ
れ
争
、
経

!
;
!
!
i
l
i
l
i
-
-



済
的
均
衡

ω
一
般
的
理
論
の
肝
究
が
中
心
問
題
ご
認
め
ら
れ
な
い
で
、
只
特
殊
的
均
衡
が
肝
究
さ
れ
る
に
止
ま
る

以
上
は
、
経
湾
的
均
衡
を
中
心
問
題
ご
す
る
数
率
的
腔
務
事
の
論
理
的
構
造
は
、

ま
だ
完
成
さ
れ
た
ご
は
云
ひ
得

ら
れ
な
い
か
ら
で
ゐ
る
。

今
右
の
貼
に
注
目
す
る
ご
、

き
与
さ
に
述
べ
し
如
く
に
、

フ
イ
ジ
ャ

1
の
如
〈
、

マ
ー
ジ
ヤ
ケ
伊
-
以

τ数息一
4

的
経

掛
飽
干
の
後
一
途
上
一
新
期
ケ
開
始
せ
る
も
の
の
如
く
見
る
ニ
ご
は
、
文
献
史
上

ω
便
宜
か
ら
云
へ
ば
さ
に
か
く
ご

L

て
、
貫
質
的
意
義
か
ら
見
れ
ば
王
山
首
で
な
く
、
是
れ
に
反
し
て
今
日
の
伊
太
利
の
敷
撃
的
経
済
拳
者
ゆ
如
〈
、

F可'

ー
ジ
ヤ
Y

ピ
ワ
片
一
フ
及
び
ρ

レ
ト
ご
の
封
立
合
重
要
視
す
る
こ
ど
が
、
意
義
め
る
ど
一
五
ふ
意
味
川
仏
、
明
ら
か
に
理

解
さ
れ
る
ご
思
は
れ
る
。
要
す
る
に

7
1
ジ
ヤ
Y
を
以
て
、
特
殊
的
経
糖
的
均
衡
の
研
究
を
最

εも
よ
く
整
理
せ

る
一
人
ご
見
れ
ば
、
彼
を
、
経
務
的
均
衡
り
一
般
的
理
論
或
は
一
般
的
僚
件
を
始
め
て
確
立
せ
る
人
ご
し
て
の
ワ

p
-
7
f」
謝
立
さ
せ
る
・
』
ご
は
、
数
民
平
的
経
済
事
の
方
法
論
的
後
蓬
或
は
完
成
上
重
大
な
る
意
義
を
符
す
る
も
の
な

る
こ
ご
が
、

理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
数
曲
学
的
経
漉
皐
の
論
理
的
構
造
は
、
経
憐
的
均
衡
の
一
般
的
理
論
或
は
一

般
的
僚
件
を
中
心
問
題
ご
認
め
る
に
至
っ
て
、
此
蕗
に
形
式
上
完
成
さ
れ
た
さ
考
へ
得
ら
れ
る
さ
思
ふ
が
、
之
を

成
就
し
た
の
が

7
uて
ブ
で
ゐ
る
か
ら
、
彼
は
方
法
論
上
が
ら
見
て
数
皐
的
樫
傍
拳
の
完
成
上
、
大
な
る
功
績
を
暴

げ
た
人
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

き
れ
ば
了
1
ザ
y

z
大
事
に
於
け
る
ヲ
ル
ラ
の
固
形
浮
彫
り
碑
文
中
に
は
「
始
め

て
経
糖
的
均
衡

ω
一
般
的
保
件
を
確
立
し
、

か
く
て

?
1ザ
ン
旦
慌
を
設
立
せ
る
云
年
」
ご
云
ム
句
が
、
剥
ま
れ

5首

議

取
事
的
経
済
撃
の
概
念

第
三
十
巻

四
，、

第

掠



言命

業

般
事
的
艇
済
撃
の
概
念

第
一
ニ
+
巻

四
六
回

第

挽

四

て
居
る
ご
云
ふ
が
、
夫
れ
は
数
撃
的
経
横
風
一
-
の
変
迭
に
於
り
る
彼
の
功
績
を
記
念
す
る
潟
め
に
、
適
切
な
る
何
で

あ
る
ご
思
は
れ
る
。

然
る
に
鰹
樺
的
均
衡
の
研
究
ご
云
ふ
事
に
就
て
、
方
法
論
上
更
に
注
意
す
可
き
重
要
な
る
も
の
が
あ
る
。
夫
れ

は
即
ち
鰭
て
均
衡
の
研
究
は
、
画
数
聞
係
の
究
明
治
}
意
味
す
る
も
の
に
し
で
、
原
困
ゆ
探
究
を
意
味
す
る
も
の
で

な
い
か
ら
、
経
務
的
均
衡

ω研
究
も
、

つ
ま
b
経
済
現
象
問

ω
画
数
関
係
の
究
明
を
意
味
す
る
も
の
に
し
て
、
経

務
現
象
の
原
悶
の
探
究
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、

か
く
て
致
事
的
観
傍
墜
戒
は
純
粋
樫
隣
撃
は
経
済
現
象
の
原

困
を
探
克
せ
ん
ご
す
可
き
も
の
で
な
く
、
其

ω画
数
関
係
を
究
明
す
可
き
も
の
で
あ
る
ご
云
ム
ニ
さ
で
あ
る
。
そ

う
し
て

7
uて
フ
は
少
な
く
も
形
式
上
で
は
、
此
の
酷
を
も
洞
見

L
、
高
調
し
た
の
で
、

か
〈
て
彼
は
少
な
く
も
形

式
上
で
は
致
事
的
経
世
皐
の
最
密
な
る
瓶
一
念
の
最
後
の
要
素
を
も
洞
見
し
確
遁
し
て
、
以
て
主
(
の
論
理
的
構
造
を

完
全
に
闇
明
し
た
ご
一
お
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ロ

-1
ザ
ン
ヌ
波
の
人
々
の
論
中
る
慮
に
よ
れ
ば
、
経
済
率
一
か
生
ま
れ
て
以
来
、
文
事
的
或
は
文
義
的
経
隣
接
・
者

(
相
.
万
り
わ
伽
蹴

ω
斡
…
一
判
一
郡
山
一
町
一
日
加
龍
一
hmm
一山町一一部
r
F
U
蒜
…
諸
…
場
一
時
一
一
日
)
も
、
経
済
現
象
の
相
互
的
影
響
或
は
相
互

作
用
や
、

諸
市
場
の
建
帯
性
等
を
、

決
L
て
意
識
し
な
い
の
で
は
な
か
っ
た
。

殊
に
其
の
研
究
の
結
果
が
不
完
全

な
不
満
足
な
も
の
で
ゐ
る
場
合
に
は
、
彼
等
は
其
等
の
事
賞
に
訴
へ
て
、
主
(
の
不
完
全
不
満
足
な
る
所
以
を
鋳
明

せ
ん
芭
し
た
。
し
か
も
彼
等
が
常
じ
目
標
ざ
す
る
慮
は
、
原
因
の
探
究
に
在
っ
た
。
例
へ
ば
債
格
的
研
究
仁
於

τ



も
、
彼
等
は
需
じ
其
の
原
因
を
探
究
す
る
こ
ご
を
目
標
ご
し
て
居
た
c

併
し
相
互
的
に
関
係
す
る
或
は
依
存
す
る

現
象
に
就
て
、
原
因
を
探
究
し
、
其
の
何
れ
か
4f
他
ゆ
原
因
さ
し
て
、
規
定
せ
ん
芯
す
る
は
不
可
能
事
で
あ
る
。

か
く
て
之
を
規
定
せ
ん
ご
す
る
は
無
盆
で
ゐ
る
。
夫
れ
経
済
世
界
は
、
其
の
み
{
瞳
に
於
て
見
れ
ば
、

個
人
の
集
合

或
は
個
人
の
諸
国
瞳

ω集
合
ご
し
て
現
は
れ
、

そ
う
し
て
其
等
の
個
人
や
個
人
の
園
慢
は
、
相
互
に
制
限
し
合

ひ
、
競
字
の
作
用
の
下
で
均
衡
'
T
保
に
ん
ご
す
る
傾
向
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
恰
も
何
か
の
理
由
に
よ
り
て
動

接
す
る
液
暗
り
諸
分
子
炉
、
相
衝
突
し
て
、
重
力
の
作
用
の
下
で
、
途
に
均
衡
の
地
位
に
復
闘
す
る
が
如
く
で
あ

る
c

是
れ
個
人
の
慾
望
の
満
足
は
、

只
一
定
の
限
界
内
に
於

τの
み
、
茸
(
の
意
志
に
依
存
す
る
の
で
、
会
副
限
界

を
越
ゆ
れ
ば
個
人
の
努
カ
は
、
利
益
の
反
劃
す
る
他
の
諸
個
人
の
努
力
に
よ
b
て
、
不
可
避
的
に
無
効
に
終
る
か

ら
で
あ
る
c

併

L
佃
人
が
自
由
に
行
動

L
得
る
其
凶
限
界
内
に
ゐ
り
て
は
、
個
人
は
事
情
の
許
す
限
り
、
最
小
努

カ
に
よ
り
て
幸
福
り
最
大
量
を
牧
得
せ
ん
ご
す
る
c

か
く
て
経
情
的
市
場
に
於
て
は
、
各
個
人
は
己
れ
の
左
右
し

得
る
手
段
を
以
℃
、
己
れ
ど
衝
突
す
る
他
の
諸
伺
人

ω
慾
望
の
最
大
満
足
ご
遁
合
し
得
る
、
己
れ
の
慾
望
の
最
大

満
足
伊
賀
現
す
る
ご
云
ふ
が
如
き
均
衡
が
、
白
か
ら
成
立
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
c

き
れ
ば
一
の
経
済
的
市

場
に
於
て
生
起
す
る
諸
現
象
的
総
瞳
か
ら
、
特
定
の
事
寅
ぞ
取
り
出
し
、
共
件
す
る
他
の
諸
事
質
を
捨
象
す
る
こ

さ
に
よ
り
て
、
其
の
事
賞
を
め
る
が
ま
、
、
の
朕
態
に
於
て
よ
り
は
、

よ
り
易
〈
研
究
せ
ん
ご
す
る
こ
さ
の
不
可
能

な
る
は
明
白
で
あ
る
o

其
の
事
賓
は
均
衡
の
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
一
切
の
事
情
に
依
与
す
る

ω
で
、
主
(
の
事
費

諭

叢

鍛
血
平
的
終
決
血
中
目
概
念

第
三
十
巻

四
大
五

第

号車

五



主訂

設

扱
事
的
経
済
事
の
概
念

第
三
十
巻

四
六
六

第

号車

-~ ，、

を
孤
立
化
し
て
考
察
し
、
其
の
市
場
を
支
配
す
る
一
般
的
諸
傑
件
か
ら
濁
立
す
る
共

ω
事
貫

ω結
調
的
諸
性
質
を

愛
見
す
る
こ
ご
は
、
到
底
不
可
詣
で
あ
る
。

か
t
て
例
へ
ば
一
の
貨
物
の
「
異
質
な
」
或
は
「
正
常
的
な
」
債
格
を
、

業
の
生
産
費
及
び
効
用
ご
関
係
な
し
に
探
究
せ
ん
ご
す
る
こ
之
、
或
は
一
定
の
貨
物

ω生
産
諸
図
案
の
最
良
割
合

を
.
直
ち
に
終
結
的
に
確
定
せ
ん
ご
す
る
ニ
ご
は
不
可
能
で
ゐ
る
。
要
す
る
に
経
済
的
世
界
に
於
て
も
、
物
理
的

陛
界
に
於
け
ゐ
吉
岡
じ
〈
、
均
衡
は
夫
れ
に
参
加
す
る
諸
要
素

ω経
費
的
債
値
に
依
存
す
る
の
で
な
〈
、
共
の
相

劉
的
傍
備
に
依
存
し
、
そ

7
L
て
英
等
の
要
素
は
只
相
互
の
曲
数
ご
し
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
め
る
か
ら
、

カ3

て
吾
人
は
現
賞
か
ら
離
れ
な
い
論
結
に
逗
着
す
る
怨
め
に
は
、
必
然
的
に
共
等
の
諸
要
素
を
縮
瞳
に
於
て
吟
味
せ

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
。

き
れ
ば
吾
人
は
一
般
的
な
経
済
的
諮
現
象
の
研
究
に
於
て
は
、
大
陽
系
の
諸
運
動
の

研
究
に
於
け
る
ご
閉
じ
く
、
相
互
に
他

ω上
に
反
動
し
合
ひ
、
何
れ
を
原
因
ざ
し
て
決
定
す
る
こ
ど
も
不
可
能
な

る
諸
現
象
の
前
に
立
つ
の
で
、

か
〈
て
此
慮
仁
王
口
人
が
科
率
的
研
究
に
於
て
問
題
ご
す
可
き
は
決
し
て
尽
き
E

2
間
口

2
9
3
2
5
5
(
物
の
原
因
を
知
る
よ
ご
)
で
な
く
し
て
、

B
2
5
2宮
g
B弓

=
2
5
(
物
山
連
結
を
知
る

こ
ご
)

で
あ
一
る
。

ロ

1
4ソ
ン
ヌ
一
阪
の
経
済
事
者
は
、
以
上
遁
ぺ

L
理
を
始
め
て
明
亮
に
洞
見
し
確
立
し
た
の
は
、

ワ
U

て
ア
で
ゐ
る

ご
認
め
て
居
る
が
、
要
す
る
に
ヲ
U
F
-
7
は
経
済
的
均
衡

ω
一
般
的
傑
件
の
確
立
を
、
純
梓
経
済
的
晶
子
の
中
心
問
題
さ

認
め
る
ご
一
緒
に
、
方
法
論
上
純
粋
経
済
事

ω
論
理
的
構
造

ω
最
後

ω
或
は
最
根
本
的
な
重
大
要
素
ご
認
め
ら
る



可
き
も
の
、
即
ち
純
粋
経
済
事
は
原
因
を
探
究
す
可
き
も
の
で
な
〈
、
画
数
闘
係
或
は
相
互
依
存
閑
係
金
分
析
的

に
究
明
す
可
き
も
の
で
ゐ
る
ご
云
ふ
思
想
を
、
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
思
想
以
、
方
法
論
上
終
演

皐
を
始
ム
一
切
の
祉
曾
科
出
品
干
に
就
て
、
甚
だ
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
私
は
後
に
数
出
品
干
的
樫
梼
皐

の
方
法
論
的
批
判
を
企

rて
る
に
蛍
っ
て
、
之
を
特
に
鞘
々
詳
し
〈
論
述
し
た
い
ご
思
ふ
c

却
設
以
上
越
ぺ
・
来
h
J
し
院
に

4

b
て
皐
ば
れ
る
如
〈
、
臨
即
密
な
る
敷
率
的
経
糖
率
或
は
純
粋
経
済
的
学
の
概
念

を
、
方
法
論
上
始
め
て
完
成
し
た
る
は

ν
オ

ν

・7
Y
-
7
で
あ
る
が
、
併
し
詳
し
く
吟
味
す
る
ご
、
其

ω完
成
ご

}
お
ふ
は
形
式
上
の
意
隙
で
あ
っ
て

L

質
質
的
に
は
術
ほ
不
足
す
る
臨
め
る
喝
、
ど
が
接
見
さ
れ
る
c

そ
う

L
て
夫
れ

は
郎
も
最
後
的
概
念
要
素
、
却
も
純
粋
経
済
拳
は
原
因
を
探
究
す
る
も
の
で
な
〈
、
画
敷
関
係
を
究
明
す
る
も
の

で
あ
る
さ
云
ふ
思
想
に
闘
し
て
い
あ
る
c

ワ
昨
て
フ
は
さ
き
に
述
べ
し
如
〈
、
此
の
思
想
を
明
白
に
言
越
し
、

由通

て
形
式
上
で
は
純
梓
鰹
情
事

ω概
念
を
完
成
し
て
居
た
。
併
L
賃
際
に
於
て
は
彼
は
屡
々
原
因
を
探
究
し
て
居

花
。
例
へ
ば
彼
は
「
純
粋
経
済
皐
」
第
十
講
を
明
白
に
「
稀
少
性
(
託
一
五
和
恥
盟
都
計
一
日
)
或
は
交
換
債
格

ω原
因
に

就
て
」
ご
題
L
、
其
の
中
に
「
稀
少
牲
は
交
換
債
格
の
原
因
で
あ
る
こ
ど
は
確
買
で
あ
る
」
ご
言
明
し
て
居
る
。
是

れ
は
、
只
相
互
依
存
の
関
係
が
存
立
す
る
だ
け
に
止
ま
る
庭
に
、
因
果
の
聞
係
を
後
見
せ
ん
ご
す
る
一
般
の
経
済

事
者
の
謬
見
を
打
破
す
る
に
、
最
ど
も
多
〈
貢
献
し
た
ご
云
は
れ
る
ヲ

U

て
フ
の
言
ご
し
て
は
、
吾
人
に
奇
異
な
戚

じ
を
抱
か
せ
る
言
通
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
に
よ
り

τ
ワ
ル
ラ
は
形
式
的
に
は
原
因
の
探
究
を
排
尿
し
な
が
ら
、
賓

論

叢

般
車
干
的
解
務
且
干
の
概
念

第
三
十
巻

四
大
企

書存

競

七



E指

叢

般
事
拘
経
済
恩
干
の
概
念

第
三
十
巻

四
六
八

第

貌

丹、

際
に
は
ま
だ
俸
来

ω
偏
見
守
完
全
に
脱
却

L
得
な
か
っ
た
こ
ご
が
魔
ら
れ
る
o

そ
う
し
て
夫
れ
は
つ
ま
h
伎
は
彼

の
稀
少
性
三
掃
す
る
も
の
、
卸
も
今
日
一
般
に
限
界
効
用
或
は
効
用
の
最
後
の
度
合
ご
帯
せ
ら
れ
る
も
山
、
概
念

に
附
着
す
る
、
快
難
rr
義
的
形
而
上
事
思
想

ω形
響
に
基
因
す
る
も
の
ご
思
は
れ
る
。
術
ほ
彼
は
其
川
り
他

ω問
題

に
閲
し
て
も
、
数
率
的
理
論
に
倫
理
的
或
は
一
枇
曾
的
或
は
形
而
上
皐
的
思
想
を
混
入
し
て
居
る
こ
ご
が
屡
々
畿
見

さ
れ
る
。
そ
う
し
て
夫
れ
は
つ
ま
り
純
理
論
的
研
究
よ
り
、
自
由
競
争
の
賃
際
的
優
勝
の
時
議
に
移
り
行
か
ん
ご

す
る
彼
の
下
心
に
基
闘
す
る
慮
、
少
な
〈
な
い
ご
思
は
れ
る
。

さ
れ
ば
質
質
的
に
も
、
最
密
な
る
敷
島
T

的
経
情
胤
ナ

の
概
念
を
完
全
に
確
立
す
る
潟
め
に
は
、

ヲ
U

て
フ
よ
り
も
更
に
一
歩
進
ん
で
、

一
切
の
倫
理
的
形
而
上
率
的
思
想

の
影
響
を
出
来
る
だ
り
充
分
に
脱
却
す
る
こ
ご
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
事
を
大
館
上
成
就
し
た
の
は
、

パ

V

ト
で
ゐ
る
ご
恩
は
れ
る
。

ハ
レ
ト
は
千
人
百
九
十
六
年
及
び
同
九
十
七
年
に
、

(
リ

C
Z
岳
山
小
口
0
5
5
r
H
E
]日同一
A
Z
巾
二
容
を
一
公
に
し
た
〆
、

共

の
翌
年
頃
か
ら
、
経
潜
的
均
衡
を
決
定
す
る
矯
め
に
は
、
快
感
の
度
合
を
知
る
必
要
は
篭
も
存
在
せ
示
、
快
戚
の

指
数
で
充
分
で
あ
る
こ
さ
を
蹴
破
し
、
そ
う
し
て
快
喪
主
義
的
形
而
上
拳
思
想
の
影
響
を
脱
却
せ
ん
ご
努
め
た

が
、
其
の
見
地
よ
り
築
き
上
げ
た
理
論
を
、
先
づ
千
九
百
六
年
に
会
に
せ
る
富
山
口

E
F
qの
g
E
B宮
市
。
一
定
2
に

於
て
論
越
し
、
更
に
千
九
百
九
年
に
公
に
せ
る
富
山
口
戸
正
門

2
S
E
E
-巾
唱
己
主
宮
市
に
於
て
、
之
を
一
一
暦
精
練
し
て

論
過
し
た
。
要
す
る
に
バ
V

ト
は
漸
次
に
奮
経
済
問
宇
の
思
想
か
ら
脱
却
し
て
、
宮
室
=
巾
-
に
於
て
は
。

E
E一宮



(
ト
レ

U

和一恥同一一宮川町…町…川一
M
概
…
刊
一
日
時
即
時
一
四
日
間
同
一
一
一
町
内
一
。
献
は
)
の
概
念
に
、

指
数
画
数
の
概
念
(
温
度
の
蹴
念
に
大
に
類

似
す
る
も
の
)
を
代
へ
、
交
換
さ
れ
た
る
最
後
の
部
分
の
致
用
却
も
限
界
致
用
、

ワ
ぞ
7

の
云
ふ
稀
少
性
、
叉
彼

の
云
ふ
元
素
的
。

E
5
E
は
、
厳
密
に
云
は
い
Y

量
ご
し
て
考
へ
得
ら
れ
な
い
も
の
、
随
ふ
て
数
率
的
分
析
に
附

し
得
ら
れ
な
い
も
の
ご
し
て
、
方
程
式
の
中
に
入
れ
中
、

そ
う
し
て
の

2
2
に
於
て
は
彼
が
術
ほ
基
礎
正
し
て

居
党
名
目
r・
2
の
暇
説
ゃ
、
「
栂
大
満
足
の
僚
件
」
か
ら
四
冊
立
し
て
、
粧
酪
的
均
衡
の
理
論
を
設
立
す
る
こ
ご
を
目

的
ご
し
て
居
る
。
比
の
事
は
方
法
論
上
が
ら
見
れ
ば
、
甚
だ
重
大
な
る
意
義
含
有
す
る
の
で
、
後
に
バ
レ
ト
の
純

粋
経
隣
町
A

寸
を
考
究
す
る
場
合
に
、
特
に
梢
々
詳
し
〈
論
述
し
た
い
ど
思
ふ
。

右
に
遁
ぺ
し
慮
に
よ
り
て
も
察
せ
ら
れ
る
如
く
、

バ
レ
ト
は
ヲ
ル
ラ
の
弟
子
ご
し
て
、
又
ロ
!
ザ

y
R
大
事
に

於
げ
る
彼
の
後
総
者
ご
し
て
、

只
彼
の
理
論
を
藤
張
し
、
修
正

L
、
増
補
し
た
さ
云
ふ
だ
け
に
止
ま
る
の
で
な

仁
殊
に
其
の
後
期
(
九
百
九
日
o
Y
M
同
組
収
録
手
u
r
M
)
に
於
て
は
、

賓
質
的
に
敷
率
的
経
構
向
晶
子
の
後
蓬
に
大
に
貢

献
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
私
は
方
法
論
上
が
ら
見
て
厳
密
な
る
致
事
的
経
務
率
の
論
理
的
構
造
は
、
彼
に
よ
り
て
最

さ
も
よ
く
完
成
さ
れ
た
さ
考
へ
る
の
で
ゐ
る
。
そ
う
し
て
是
れ
よ
り
更
に
ヲ
寸
フ
及
び
バ
レ
ト
の
艦
積
率
に
就

て
、
上
に
約
逃
せ
る
致
事
的
経
済
拳
の
論
理
的
構
造
を
稿
々
詳
し
〈
究
明
し
、
移
り
に
之
を
志
の
方
法
論
上
か
ら

批
判
し
た
い
ご
思
ふ
。

向
ほ
随
手
に
、
上
に
遁
ぺ
し
如
〈
に
致
事
的
経
梼
拳
の
厳
密
な
る
概
念
念
規
定
す
る
こ
ご
炉
、
敷
島
T

的
盤
情
事

諭

叢

監
事
的
輝
済
畢
白
紙
愈

第
三
十
巻

四
六
九

第

量量

九



論

議

般
事
的
紐
神
事
の
概
念

第
三
十
巻

四
七

O

第

披

四
O 

ご
限
界
経
済
事
或
は
決
太
利
減
経
済
同
車
或
は
心
理
事
波
経
瞬
間
皐
ご
の
関
係
、
或
は
筒
軍
に
数
撃
滅
ご
帯
せ
ら
れ
る

ち
の
さ
心
理
事
探
ど
稿
せ
ら
れ
る
も
の
ご
の
関
係
を
、
大
韓
上
明
確
に
挽
定
す
る
縛
め
に
、
如
何
に
肝
要
で
あ
る

か
を
簡
単
に
越
べ
て
置
き
た
い
。
要
す
る
に
車
に
致
事
的
園
式
や
方
程
式
を
使
用
し
て
経
済
現
象
を
研
究
す
る
ご

一
お
ふ
だ
り
で
、
数
率
的
経
隣
率
が
成
立
す
る
の
で
な
〈
、
上
に
述
ぺ
し
が
如
き
論
理
的
構
造
が
完
成
さ
れ
る
に
於

て
、
此
彪
に
始
め
て
致
問
円
十
的
経
済
血
中
が
一
の
枇
曾
科
事
ご
し
て
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

ぞ
う
し
て
限
界
終
済
皐

の
根
ホ
原
理
化
る
限
界
効
用
訟
は
市
数
事
的
経
済
同
学
的
創
設
者
ご
一
目
は
れ
る
人
々
に
よ
り
て
創
設
さ
れ

t
居
る

ω

で
、
か
く
て
敷
率
的
経
済
撃
者
も
只
特
殊
的
経
済
的
均
衡
を
研
究
す
る
に
止
ま
る
以
上
は
、
敷
地
T

的
経
済
率
者
が

極
済
現
象
は
本
来
量
的
な
る
も
の
で
あ
る
こ
さ
を
大
に
強
調
す
る
に
罰
し
て
、
限
界
経
描
皐
者
は
あ
ま
り
実
の
賠

守
強
調
せ
?
、
随
ふ
て
研
究

ω
寅
際
に
於
て
も
、
前
者
は
数
率
的
園
式
や
方
程
式
を
本
質
的
に
重
要
現
す
る
に
掛

し
て
、
後
者
は
之
を
寧
ろ
詑
明
の
手
段
ご
し
て
、

利
用
せ
ん
ご
す
る
に
止
ま
る
が
如
き
翻
を
呈
し
て
居
た
ぎ
云
ふ

こ
ご
が
、
雨
者
的
問
に
見
ら
れ
る
根
本
的
差
異
で
ゐ
っ
た
ど
思
は
れ
る
o

併
し
ヲ
ケ
フ
が
鰹
麿
的
均
衡

ω
一
般
的

理
論
或
仏
一
般
的
保
件
の
確
立
を
、
致
事
的
経
済
事
の
中
心
問
題
ご
認
め
る
に
至
っ
て
、
柄
者

ω差
異
は
根
本
的

に
務
々
重
大
な
る
も
の
ご
な
っ
て
来
た
。
ぞ
う
し
て
夏
に
〆
レ
ト
が
、
限
界
致
用
設
り
快
祭
主
義
的
形
市
上
島
一
・
思

想
の
影
響
を
脱
却
せ
ん
ご
努
力
し
、
ヌ
伏
威
的
測
定
問
題
を
離
れ
て
敷
同
甲
子
的
方
法
を
運
用
せ
ん
ご
す
る
に
至
つ

て
、
此
慮
に
致
事
的
経
済
事
は
限
界
経
済
拳
か
ら
、
明
か
に
濁
立
し
て
来
た
す
』
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
数



率
的
経
済
事
の
論
理
的
構
造
が
ま
だ
完
成
さ
れ
て
居
な
い
間
は
、
夫
れ
さ
限
界
経
済
事
ご
の
聞
に
、
根
本
的
に
幾

多
の
共
通
勤
が
存
立

L
、
夫
れ
は
貝
限
界
経
積
率
よ
ち
も
よ
ち
多
く
数
皐
式
を
重
要
調

L
、
叉
之
を
使
用
す
る
に

過
ぎ
な
い
も
の
、
、
如
き
観
を
墨
し
て
居
た
が
、
併
し
主
一
の
論
理
的
構
造
が
完
成
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
限
界
艦
務
間
半

ご
の
差
異
が
段
q
に
著
し
く
現
は
れ
て
来
た
ご
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
私
は
方
法
論
的
に
徹
底
し
て
行

け
ば
、
限
界
経
積
率
は
其
の
論
理
的
構
造
に
於
て
、
致
事
的
経
済
問
宇
に
障
者
す
可
き
も
の
で
あ
り
、

か
く
て
今
日

あ
る
が
如
き
限
界
将
憐
胤
干
の
形
態
は
、
根
本
的
に
改
造
さ
る
可
き
も
の
さ
考
へ
る
。
併

L
誌
の
事
は
後
に
詳
し
〈

諭
す
る
こ
ど
、

L
、
此
蕗
で
は
只
殿
符
な
る
数
率
的
解
勝
率
の
概
念
を
確
立
す
れ
ば
も
夫
れ
ど
限
界
寵
糖
曲
学
ど
の
一

関
係
は
、
根
本
的
に
は
大
韓
上
如
何
な
る
も
の
で
ゐ
る
か
を
、
簡
単
に
指
示
す
る

rけ
に
止
め
て
置
く
。

論

叢

癒
率
的
経
済
患
の
概
念

第
三
十
巻

四
七

第
三
曲
部

四


